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河津秀利.平野広幸.岩永美穂子,菅鴫直弘,森田洋子.桜井尚子

1.はじめに

前回までのFIVIS　シリーズ(0(2)(3)では. lPEX, PROSIDH等の画像処理領域に属するソフトウ

ェアを解説した.今回から数回にわたっては, CG(Computer Graphics)領域に属するソフトウェ

ア・であるCGMS (科学技術計算用コンピュータ・グラフィックス・動画システム)を紹介する.

CGMSの適応分野としては,原子力・核融合.エレクトロニクス.バイオテクノロジ.宇宙.航

空,建設,自動車,鉄鋼等の科学技術計貫による数値シミュレーションを扱う分野が挙げられる.

CGMSは,会話型操作により, V Pでの膨大な畳の数値データのシミュレーションを即時に可視

化できる点で,おおいにユーザのニーズに応え得る.また.サブルーチンライブラリとしてユーザ

プログラム中に組込むことにより,定型的にグラフィックス処理を行うこともできる. VISUAL化傾

向が益々拡大する中で. CGMSは2次元. 3次元のグラフから3次元物体の表示まで幅広い可視

化が可能であるため,本センターで従来使用されてきたP S PやHCB S, GRAPHMANなど

の利用者にとっても利用価値の高いソフトウェアである.

なお.今回の「その(I)」は, CCMSの駁要についての解税にとどめ,例銅を用いた具体的な使

用法については.次回以降に記述していく予定である.

2. --ドウェア構成

図2. 1に示すように. CGMSは　FACOM6510　画像情報サブシステム(FIVIS)のディスプレイ

の他.色々な出力装置が使用できる.

①　F川IS　ディスプレイ

約1600万色が表現可能なカラーディスプレイである.これには,面画および線画の出力が可

能であり. C GMSの持つ挽能を充分に生かすことができる出力装置であるといえる.

②　カラーハードコピー装置

FIVIS　のディスプレイに表示した画像を. A4版の普通紙またはOHPシートに出力する裳
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解　　　　説

図2. 1　C GMSのハードウェア構成

定である.ディザ法や面積階調法により,最高　4096　色を表現できる.

③　各種グラフィックス端末

富士通製およびソ・ニー・テクトロエクス社製のグラフィックスディスプレイが使用できる.

また,グラフィックスエミュレータを使用すれば,パソコンもグラフィックス端末となる.こ

れらの装置には.線画のみが出力可能である. C GMSのプログラムは.出力装置に依存しな

いので. FIVIS　のディスプレイを使うプログラムのデバッグにも使用できる.詳細については

「4.使用にあたっての準備」で述べる.

固　凪lォj

N L P (日本括ラインプリンタ)には.線画のみが出力可能である.

⑤　データセット

OP R出力用ファイル

O P R (オフィスプI)ンタ)に出力するための中間データセットである.このデータセ

ットを　DSPRINTコマンドで出力することにより.線画が出力できる.

・　メタファイル

画像を出力装置に依存しない形で保存するためのデータセットである.

九州大学大型計算械センター広報
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・　ピタセルフ7イル

画像をFIVIS　のディスプレイに出力する形で保存するためのデータセットである.

3. CGMSのソフトウェア体系

CGMSには,会話型CGMSと′ヾッチ型CGMSがあり.靖夫の前でインタラクティブに図形

処理を行うときには前者を.また自分のプログラムに図形処理部として組込みたい時には後者を用

いる.会話型CGMSには,図形処理用のコマンドの他に円滑な会話処理推進のためのカーネルコ

マンドが用意されている(図3. 1参照) .

斑3. 1　C GMSのソフトウェア体系

3. 1　カーネルコマンド

会話型CGMSには演舞・制御,入出力.マクロ等のコマンドが用意されている.これを,

カーネルコマンドと言う.コマンドは　FORTRANとよく似た形式をしている.

(1)演算・制御

これらのコマンドはインタプリンタとして動作するため簡単な計算に向いている.大量

の演算が必要な場合はFORTRAN　を用いてプログラムを作成し. CGMSの配IFでCAL L

コマンドにより実行する方が高速に処理できる.

①　変数宣言コマンド

変数の型.及び配列の宣言をする.これらの変数は　Named Storageと呼ばれる作美

領域に確保される. CGMSでは.この作業領域を拡張領域(AE領域)にとること

ができるので.巨大数値データも処理することができる.

②　代入コマンド

昇術代入.配列代入,文字代入, El本語代入などを行う.

③　実行制御コマンド

繰り返し制御,条件分岐. GOTO分岐などを行う.
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解 読

(2)入出力

FORTRAN　プログラムで作成された数値データとのインタフェースをもっており,データ

をCGMSの中に読み込むことができる.噸編成データセットが取り扱え,書式付き.杏

式なしの入出力が可能である.

内払ファイル入出力コマンドは.文字型のデータを整数型.実数型に,または整数型,

実数型のデータを文字型に変換することができる.

(3)マクロ

CGMSの複数のコマンドを1つのコマンドにまとめる機能である.定型的な一連の処

理を.簡単な呼び出しで実行させることができる.区分データセットのメンバとして作成

する.メンバ名がマクロ名となり,それを指定することによって呼び出す.このマクロの

特敬を以下に挙げる.

・　ローカル変数.グローバル変数が可
・　キーバラメタ省略時のデフォルト値生成故能

多重呼出し機能

・　マクロの主妃憶上へのロード及びデータセットへのセーブ故能
・　会話的に入力されたコマンドをロギングしておきマクロ化する故能

・　マクロ絹集機能

・　ユーザマクロファイル.システムマクロ77イルの2つのマクロファイルが使用可

(4)ユーティリティ

C GMSのカーネルコマンドには.以下のようなユーティ1)ティがある.

システムバラメタの変更

・　変数.配列の開放
C A L Lコマンド

・　システム状態の通知

・　コマンドおよびプログラムのメモリ常駐化

・　コマンド名称の変更

3. 2　グラフィックスコマンド

CGMSのグラフィックスコマンドは.図3. 2に示す13　のカテゴ])から成るコマンドグ

ループで構成されている.以下に,グラフィックスコマンドの耽略を述べる.

(1)ビューイングコマンド

表示方法を指定するコマンドである. 3次元についても容易なバラメタ指定での設定が

可能である.

(2)セグメントコマンド

一対の　OPEN SEGMENT - CLOSE SEGMENTではさまれた郎分をセグメントと称し.プl)ミ

テイブは.このセグメントの中でのみ定義が可能である.セグメントは,階層構造を持つ

ことができ.セグメントモデリング変換を施すことにより.そのセグメントに含まれるす

九州大学大型計算機センター広報
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ベてのプリ　ミティブに同一の投何的変換が行える.

図3. 2　会話型CGMSコマンド体系
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(3)ワークボックス変換コマンド

図形ブT)ミテイブの一つである物理量ブTJミティプを,世界座標系へ単位変換すること

を指示するコマンドである.軸作画.文字作画を容易にする.

(4)モデリング変換コマンド

図形プリ　ミティブに幾何的変換を行う.プリ　ミティブ単位とセグメント単位があり.級

者ではセグメントの階層構造に対応する.

(5)プリ　ミティブおよび属性コマンド

プT)ミティプには.図形プT)ミティプ(級. 2次元物体. 3次元物体.曲面.マーカ.

文字)の他に物理量プリミティブ(軸,矢印. 2次元物理量, 3次元物理量)があり.局

性コマンドでこれらの表示属性を決定する.

(6)表示制御コマンド

OPEN DEVICE. OUTPULCONTROL, DISPLAY , ERASE , COLOR MODE等.表示関係を指示す

るコマンドの集合である.以下のような故能を持つ.

・　グラフィックス真澄のオープン.クローズ

・　隠線・隠面処理の制御
・　アンチエイリアシング

・　断面処理制御

(7)シェ-ディングコマンド

多角形(2次元物体, 3次元物体,曲面.物理量)から構成されているプリミティブに

陰影処理を施す.

(8)補間コマンド

3次のBスプライン.最小2乗近似.平滑化等を行う.

(9)アニメーションコマンド

VTR　上へコマ撮り録画が可能である.これにより.時系列データをアニメーションにす

ることができる(但し,本センターには出力用の　VTR装置はまだ設置していない) .
●

(10)セグメントファイルコマンド

7-y　ミティプの属性を含んだセグメントを.区分データセットのメンバとして保存する

機能である.以降.このメンバは図形プリミティブとして使用できる.

(ll)メタファイルコマンド

図形データを,出力装置とは無関係な正規化座標系の形式で保存する段能である.これ

により作成されたメタファイルは,種々の出力装置から出力可能である.

(12)データ変換コマンド

九州大学大型計算機センター広報
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GRAPHMANのデータ形式を曲面や物理量プリ　ミティブのそれへ変換するコマンドや.ラン

ダムデータをメッシュデータ-変換するコマンド等がある.

(13)ユティリティ

カーソル入力.カラーパレット出力,カラー値入力.座標変換.問合せ. HELP故能など

gfEsa

3. 3　パッチ型サブルーチンライブラリ

CQMSには.コマンドと1対1に対応するサブルーチンライブラリが用意されており.こ

れらのサブルーチンは.ユーザ作成のFORTRAN　プログラムから呼び出すことができる.但し.

バッチ処理ということから.問い合せの級能はない.

サブルーチンライブラリを使用する上での基本的なことは,パッチ型CGMSの初期化ある

いは環境設定のため,他のすべてのサブルーチンに先立って.ユーザプログラムではサブルー

チンGCGMS,また. CA L Lコマンド配下ではサブルーチンGCGMS2を呼出す必要が

あるということである.さらに. CGMS終了処理のために.他のすべてのサブルーチンの後

にサブルーチンG STO Pを呼出す必要がある.但し. CA L Lコマンド配下のルーチンは.

会話型CGMSの下で動作しているため,ここでは逆にサブルーチンGSTOPを呼び出して

はならない.

以下に,パッチ型サブルーチンの一般的な呼出し形式を示す.引致の指定は. FORTRAN77　の

削プログラム呼出しの規約に従う.

呼出し形式

C A L L　サブルーチン名(引数1.引数2.

なお.各サブルーチンの縛細な使用法については文献[3〕を参照されたい.

3. 4　処理の流れ

CGMSを使用してグラフィック処理を行う際の処理の流れについて述べる.処理には.会

話型とパッチ型がある.

(1)会話型処理(コマンド形式)

図3. 3に処理の流れを駁税する.
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図3. 3　会話型での処.理の洗れ

(2)バッチ処理(サブルーチン形式)

パッチ型CGMSには. 2通りの処理方法がある. 1つは.ユーザのFORTR州　プログラ

ムにサブルーチンとして組込み, FORTRAN　のジョブとして処理する方法である.この場合

は,カタログドプロシジャ　FORT77 (または, VPFORT)の　PRVLIB　バラメタに, IAPPl.C

GMSBLI8.LOAD'を指定しておく.他方は.会話型の　CALL　コマンドでパッチ型のライプラ

I)を指定する方法である.この場合は, CGMSでの処理単位毎にロードモジ>-ルm

成する. CGMS起動時に,そのロードモジ>-ルが属するデータセット名をLI Bコマ

ンドで指定し.会臨型コマンドのCAL Lコマンドでロードモジュールを呼出せばよい.

具体的な使用方法については,次回の　　-CGMS　その(2) -で紹介する.

4.使用にあたっての準備

4. 1　使用可能な端末タイプについて　　　　　　　　　　　　　　　、

九州大学大型計算機センター広報
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C GMSは,端末にグラフ表示をする必要がなければ,すべての端末で動作する.グラフを

表示することができる端末は.グラフィックス端末(F6683. F6242, F6653,

F6　6　58. F9430.テクトロエクス.および.グラフィックスエミュレータを持ったパ

ソコン端末)だけである.これらの装置タイプの宣言は,次のOPEN DEVICE　コマンドで行い,

各C GMSコマンドに先立ち.入力しなければならない.

表4. 1　O P E N D E V I C Eコマンド

オペランドの税明

i d e vまたはグラフィック装置名

オープンするグラフィックス装置を表4. 2より選択し指定する.

表4. 2　グラフィックス装置一覧
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i c o lまたはカラー・モデル名

カラー・モデルを表4. 3より選択し指定する.

PI X E L (i 1. i　2)

グラフィックス装置名としてP I X E L (i d e v-O)を指定したときのみ有

効なオペランドである.生成する画像の摸方向(i 1) .縦方向(i 2)の解像度

を与える.このオペランドが省略されたときは. VTR用解像度であるi 1-64

0, 1 2-48　0がとられる.

表4. 3　カラー・モデル

グラフィックス去置名には.表4. 2に示すように.端末だけではなく, N L PやO P Rへ

の出力指示も行える.これにより,グラフィックス端末でない端末でもCGMSを使用するこ

とができる.その他.装置の指定に-idevを指定すると,仮想的にオーブンするので,プログ

ラムの構文チェック等も行える.

4. 2　プリ　ミティブとセグメント

4. 2. 1　プlJミティプ

図形データは幾何的形状データと色や線幅などの属性データとから成る.プlJミテ

ィプとは故何的形状のことをいう.また.色や線幅などをブf)ミティプ属性という.

CGMSの図形プリミティブには乱　2次元物体, 3次元物体.曲面,マーカ,文字な

どのプリ　ミティブ以外に物理量に関係した軸,矢印. 2次元および3次元の物理量プリ

ミティブが用意されている.

属性はプr)ミテイブの表示属性を決定するものであり.属性値はそれが属性コマンド

で変更されるまでは以前に設定された.あるいはデフ*ルト的に設定された値を,現在

の値(current attribute)として保持する.

プリ　ミティブは以下の例のようにセグメントとして定義する.

九州大学大型計算機センター広報
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LINE WIDTH　2

LINE STYLE SOLID

・ ・ ・以前に設定した線の属性

OPEN SEGMENT

LINE INDEX RED　　　　　　　　線の色

POLYLINE N X Y Z　　　　　　　折線プT)ミティプ

CLOSE SEGMENT

プ')ミテイブの属性(L川E WIDTH. LINE STYLE, LINE INDEX)は.どこで指定しても

よい.属性は常に現在値%_もつ.したがって,上記の例での折線のプ1)ミティプ属性の

値は,それぞれの線幅は2,枚種は　SOLID (実線) .禄の色は　RED (赤)となる.

4. 2. 2　セグメント

CGMSでは,すべての図形プt)ミテイブはセグメントとして定義する必要があり.

これは二つのコマンド

OPEN SEGMENT　　　省略形　OSEG)

CLOSE SEGMENT　　　省略形　OSBG)

でプT)ミテイブを囲むことによって行う.セグメントは階層構造をとることができ.ま

た,セグメントにはモデI)ング変換を施すことができる.

セグメント化の主たる目的は.図形データの構造化にある.図形データの構造化はC

GMSの三つの機能(セグメント化.モデリング変換およびマクロ故能)によって実現

できる.

MACRO-A MACRO-B MACRO-C

EZ31 iB E51 iB E^91

図4. 1　セグメントの構造化

この図で.セグメントAはマクロAに,セグメントBはマクロBに, ・・-・・というよ

うにマクロを作成しておけば. CGMSのマクロは多重呼出しが可能なために,自然に

セグメントの多重梢道を実現できる.

4. 3　色の同性
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ここでは, 2次元物体および3次元物体プリミティブの色を決める属性について述べる.

(1)光源が存在しない場合(I L LUMI NATE属性-OF F)

図4. 2に示すように物体固有の色が表示される.

この場合, 3つの属性コマンド- INTERIOR STYLE, FILL_IN

DEX. VERTEX-が関係する. INTERI OR STYLEは多角形の内部

をどう塗りつぶすかを決めるコマンドである.平坦に塗る(P L AI N)またはシェーデ

イングする(S HADE)かを指定する. P LAI NのときFI L L I NDEXコマン

ドで指定する色で塗り. SHADEのときV ERTEXコマンドで指定する「多角形の頂

点の輝度値」でシs-ディングする.

(2)光源が存在する場合(I L LUMI NATE属性-ON)

この場合は,図4. 3に示すように物体固有の色だけでなく.光源による影響を受ける.

この影響は頂点の法線ベクトルが決定的になる.頂点の法線ベクトルは, NORMAL S

TYLEコマンドで指定する. NORMAL_STYLE-POLYGONの場合. CGM

Sは与えられる各々の多角形(2次元および3次元物体は多角形の集合である)を平面とみ

なしてそれに直角なベクトルを計算し.これを法線ベクトルとする. NORMAL_STY

LE-V ERTEXの場合. NORMALコマンドで各頂点の法線ベクトルを直接与える.

FILL INDEX
で指定する色

VERTEX
で指定する色

+

=∑コ

一様な色で表示

シェ-デイング表示

INTERIOR STYLE

(塗りつぷL<n方法)

図4. 2　光源が存在しない場合(ILLUM川ATE属性=OFF)の色属性

FILL INDEX

5Ff!*Eロ

VERTE X

で指定する色

n t-Tnii. '凹

INTERIOR STYLE

○平面としての法鼓ベクトル

胃rKUWM-i

表示

RTEX NORMALコマンドで

」Z33冒E^OXS

ここ‥頂点の法線ベクトル　-一一一　ナ

図4. 3　光源が存在する場合(ILLUM川ATE属性=ON)の色属性
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4. 4　カラー・モデル

C GMSは.色の指定を容易に行うために以下の4つのカラーモデルをサポートしている.

使用するカラーモデルは　C O LO R MODEコマンド又はO P EN DEVI C Eコマン

ドで選択できる.

(1) R G Bカラーモデル

R (赤) . G (緑) , B (育)の光を適当な割合で混合することにより,原理的にほと

んどの色を作ることができるということに基づいたカラーモデルである.赤.緑.青の各

原色は　0.0-1.0　の輝度成分値を持ち.この値の組合せにより色を表現する.

(2) CMYカラーモデル

C (シアン) . M (マゼンダ) . Y (負)の絵の具を適当な割合で混合し,白い紙の上

に着色することによって色を表現するということに基づいたカラーモデルである.各原色

は　0.0-1.0　の絵の具の洩度を持ち.この濃度の組合せにより色を表現する.

(3) H L Sカラーモデル

H (色相) . L (明度) . S (彩度)の値を適当に組合せることにより色を指定する.

RGBやCMYカラーモデルと異なり.混色の知識がなくても.直観的に色を指定するこ

とができる.

(4) B&Wモデル

B (黒) . W (白)という無彩色の持つ唯一の属性である明度のみで連続階喝表示を行

う.

4. 5　データセット属性

CGMSには.プログラムの筒時化や作業効率の向上のための故能(マクロ.画像の保存)

があるということは.先にも述べたとおりであるが,それらの故能を使用する際に必要なデー

タセットについて.以下に敬要を述べる.

(1)ユーザマクロファイル

ユーザマクロファイルとは.ユーザが作成したマクロを登録しておくデータセットであ

る.マクロは区分データセットのメンバとして作成する.このデータセットを　DEFINE叫A

CRO　コマンドで定義すれば.システムマクロと同等に使用できる.

(ユーザ.?タロファイル属性〕

データセット絹成　　　区分編成(PO)
レコード長

プロッタ長

レコード形式

8　0バイト

80の態数倍(通常. 3 1 20バイト)
固定長ブロック化(FB) .または.固定長(F)
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(2)セグメントファイル

セグメントやセグメントの集合を属性貼付のまま,セグメントファイルのメンバ(SGFメン

It)として格納できる.格納された　SGFメンlt　は. CALL SEGMENTコマンドで呼出し.プIJミテ

ィプ定義と同じ扱いで使用することができる.また,属性データをもった図形データとし

て格納されているため,属性を変更することはできないが.マクロとして呼び出すよりも

高速に処理できる.

〔セグメントファイル属性〕
データセット編成　　　区分編成(PO)

レコード長

プロッタ長

レコード形式

6 1 4　4バイト

6 1 4　4バイト

固定長(F)

(3)メタフ7イル

メタファイルには.装置に無関係な図形データが格納される.メタフTイルに格納され

た図形データ(ピタチュア)は,稜々のグラフィックス出力装置に出力することが可能で

ある.ピクテュアの座標系は. NDC　系であるためモデT)ング変換を施すことはできない.

〔メタファィ.ル属性〕

データセット椙成
レコード長

ブロック長
レコード形式

順編成(P S)
6 1 4　4バイト

6 1 4　4バイト

固定長(F)

(4)ピクセルファイル

ピクセルフ7イルとは,ピクセル型の装置に出力することを目的とした図形画像を保存

しておくデータセットである.現在.本センタ-で使用できるピクセル型の装置は. FIVI

s　のディスプレイだけである. 1つのピクセルファイルの大きさは,作成する画像の解像

度によって決まり.構,縦の解像度をそれぞれx. yとすると　x (3y+1) 〔KB〕と

なる.例えば. F川tS　のディスプレイ全面に画像を出力させる場合,その解像度は,墳12

80,縦1024 (PIXEL)であるから,そのためのピクセルファイルの大きさは約4MBとなる.

また.そのときのデータセット属性は次のように設定しておかなければならない.

〔ピクセルフ7イル昂性〕

デ~タセット編成:順編成(PS).またu・区分編成(PO)
レコード長　　　　　　1 280バイト(横の解像度x)
プロッタ長

レコード形式
23040バイト(レコード長の整数倍)

固定長ブロック化(FB) .または,固定長　くF)

4. 6　座標系

CGMSでは. 5相類の座標系が採用されており.これらの座標系は種々の座標変換によっ

て関連付けられている.これらの関連を図4. 4.および,図4. 5に示す.
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換

置

図4. 4　座標系と座標変換

(1)オブジェクト座標系

オブジェクト座標系とは.プリミティブ(例えは, y-f(x), z=f(x,y)などの物理量.球

や円錐などの3次元物体)を定義する座標系である.この座標系は,ワークボックス変換

により,世界座棲系へ変換できる(ワークボックス変換を施さない場合.オブジェクト座

標系を世界座標系と呼ぶことがある) .

オブジェクト座標系のプリ　ミティブ,あるいは,ワークボックス変換後のプリ　ミティブ

に対しては.モデリング変換を施すことができる.モデリング変換とは,プリミティブに

対する幾何的変換である.

(2)世界座標系

世界座標系とは.ビューイングバラメタおよび光源の位置を決めるときの基準となる座

標系である.ビューイングバラメタを決めることによって視野座標系が自動的に決まる.

(3)視野座標系

視野座標系とは.ビュ-イングパラメタを決定したときに.自動的に決まる左手系の座
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z o

0 1280

図4. 5　各座標系の関係

(4) NDC (Normal Device Coordinate)座棟系

NDC座棲系とは.出力装置に依存しない正規化された座標系である.客出力装置は図

4. 6に示すような固有のNDC空間をもっており.ユーザはこの空間内のどこに画像を

出力するか　くビューポート)を指定できる.

NDC空間

0.0　　　　　　　　　　0　　　　　0.0

(a) FIVIS　のディスプレイ　　　　(城　F6　683
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-564-

c N L P
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′(5)物理座標系

物理座標系とは,各出力装置に固有の座標系である. N DC座標系からの変換は,シス

テムが自動的に行なう.

4. 7　ビューイング(3次元-2次元)

2次元グラフィックスのビューイングは.表示するデータの範囲「ウィンドウ」と.画面(

または.紙面)に表示する位置と大きさ「ビューポート」を設定するだけでよい.しかし, 3

次元グラフィックスの場合は,例えば物体を見る角度や位臥　透視投影や平行投影などの投影

方法によって見え方が違ってくる.

CGMSには, 3次元グラフィックスのビューイングを決めるコマンドとして4つ用意され

ている.以下に騎単に税明する.これらのコマンドのうち.どれを使うかは, VIEW MODE　コマ

ンドで指定する.

(1)完全指定ビューイング(FULL VIEW) 図4. 7.図4. 8

FULL VIEW　コマンドは, CGMSが扱うビューイングバラメタのすべてを指定すること

ができる.例えは,平行投影の場合,投影方向(OOP)は視法線(VPN)に平行である必要は

なく.視平面(画面)の斜めから見たイメージも表示できる.しかし,他のビューイング

コマンドに比べ指定が多少只雑である.

C 0 P

(C e n t e r O f P r o j e c t i o n)

図4. 7　FULL VIEW　による透視投影
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画像情報システムFIVISの紹介(4)CGMSその(1)

(2)簡易平行投影(PARALLEL VIEW) 図4. 9

PARALLEL VIEW　では.注視点(VC)と視点(EYE)を与えて投影方向(DOP)を決める.また

VCとEYE　を籍ぶ線上にウィンドウの中心が設定される. DOP　と　VPNは平行である.

(3)簡易透視投影(PERSPECTIVE-VIEW)　　　　　　図4. 1 0

PERSPECTIVE VIEWは, V川　がVC　とEYE　を結ぶ線分方向と一致するようになっている.

また.ウィンドウの大きさは,半在Rの球がちょうど入るように自動的に設定される.

Z I

図4. 1 0　PERSPECTIVE VIEWによる透視投影

(4)超簡易平行投影(EASY VIEW) 図4. 1 1

EASY VIEW　は.平行投影の一種であり, WORKBOX　コマンドで定義された箱を眺める角度

と.画面に表示する時の拡大・縮小率如旨定することにより.すべてのビューイングパラ

メタが自動的に決定される.拡大・縮小率を変えなければ, WORKBOX　で定義された箱を画

面いっぱいに表示する.
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9 a. -y Y蝣)

図4. 1 1　EASY VIEW　による平行投影

参考文献
1.　寺嶋広次　動画システムCGMSについて(1),京都大学大型計算故センター広報. Vol.21.No.3
(1988).pp. 132-145.

2.　寺嶋広次　動画システムCGMSについて(2).京都大学大型計算機センター広軌　Vol.21.No.4
(1988). pp. 228-238.

3.　計算機マニュアル. FACOM OSIV/F4　MSP CGHS説明書(78AR-3060-1).富士通㈱.

九州大学大型計算機センター広報
Vol.21 No.6 1988

-568-


	p549
	p550
	p551
	p552
	p553
	p554
	p555
	p556
	p557
	p558
	p559
	p560
	p561
	p562
	p563
	p564
	p565
	p566
	p567
	p568

